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 基本方針 

 (1)リーダーがメンバーを動かすのではなく、メンバーが自ら動く組織に。 

   メンバーを支援して、目標達成に導く、奉仕型のリーダー（サーバントリーダーシップの実践） 

を目指す。ビジョンを示したうえで、コミュニケーションや信頼関係の構築を重視する。 

 (2)キリストの愛の精神と YMCA サービスはワイズの拠り所、アイデンティティー。 

   自分のアイデンティティーを確認する為に必要、決して信仰を強制するものではない。 

    自分の自分であることの確認、自分が何に立っているのか、何を基盤にしているのか。 

 (3)理念と改革 

   上記を念頭に置いた上で、現代社会で生き残るためには過去にとらわれず、ニーズに即した斬新 

なアイディアを。 

(4)取り組むべき課題 

    組織の在り方再検討 

Extension 

YMCA との関係強化（イコールパートナーとして） 

    国際・エリアへの関与（国際クラブであると言う自覚、国際クラブの一員としての責任） 

    外部への広報活動 

東日本区定款改訂の仕上げと対応 

 

2018〜2019 年度 東日本区達成目標 

担当 事業 2018〜2019 年度達成目標 

地域奉仕 

CS 1,250 円／人以上 

ASF 500 円／人以上 

FF 500 円／人以上 

国際・交流 

BF 2,000 円／人以上 

TOF 1,300 円／人以上 

EF 記念献金 

RBM 800 円／人以上 

YES 500 円／人以上 

IBC 3 クラブ締結、トライアングル・2 クラブ 

DBC 2 クラブ 

会員増強 
新クラブ設立（E） 3 クラブ 

会員増強（M） 80 名 

JEF（東日本区ワイズ基金） 500,000 円 

LT（リーダーシップトレーニング） 

次期部長・次期事業主任研修会 

次期クラブ会長・部役員研修会 

各部における部内研修 適宜 

区報 2 回発行 
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ACTION PLAN FOR YEAR 2018-2019 
RD Japan East Region Tomoya Miyauchi     

 My Theme: “No challenge, No fruit” 
 Sub Theme: ”Ask not what Y’s can do for you. Ask what you can do for Y’s.” 
 

BASIC POLICY 

1. To encourage and motivate all members to work on their own free will. 

・Supporting members and leading them to realize their goals as RD. 

・Building a relationship of mutual trust through close communication. 

・Each club and individual member should be the leading role. 

2. To remind the origin of Y’s—The teaching of Jesus Christ and YMCA Service. 

・It’s necessary to confirm the identity as Y’s man(Y’s woman). 

3. Innovation on the basis of above matters. 

・The foundation of Y’s dom never change even the world change with times. 

・But our activity must be always reviewed from the innovative view point to survive the 

  present times.  

CHALLENGES 

1. To restudy what and how our organization should be. 

2. To lay stress on Extension. 

3. To strengthen the relationship between Y’s and YMCA. 

4. To strengthen PR Activity. 

IMMEDIATE ACTION 

1. To form the Extension Committee of the Region. 

2. To appoint YMCA liaison as a new regional managerial position. 

3. To vitalize the Districts by DG’s leadership. 

LONG RANGE PLAN 

1. Restudy the possibility of our organization incorporating. 

2. Restudy the possibility of the term of office extending for regional managerial position. 

3. Extension towards 2022 
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宮内友弥理事の就任と東日本区報の発行を祝して 

東日本区理事宮内友弥様 

ならびに区の皆様 

私たちはこれまで地域社会の成長と発展のために多大な努力をしてきました。これによりワイズダムが拡大、発

展できたことは誰もが認めるところです。そしてそれは私たちの歴史となっています。 

東日本区の皆さまの公約とその実現への献身的で熱心な働きを評価致します。それは大変な仕事であったと思い

ます。 

私たちは「強い義務感を持とう 義務はすべての権利に伴う」という標語の下に、YMI（Y’s Men 

International）の極めて価値の高い誇りを培い、この一世紀に国際的な奉仕団体として認められるに至りました。 

しかしながら、私たちが直面している問題を考えると安閑とはしていられません。言い辛いことですが、私たち

の組織と活動は世界的に衰えてきています。この現象は、私たちの行動が、現状にしがみつき、時代の趨勢と変

化に対し反応が生ぬるかった結果と考えられます。 

変化はしなければならないもので、選択できるものではありません。変化しなければこれまで培ってきたものは

消えてなくなります。このことから私は主題を“YES WE CAN CHANGE”「私たちは変えられる」としたの

です。 

また、主題が目指すものを実現するために、スローガンを“COURAGE TO CHALLENGE”「挑戦への勇気」

としました。これは変化を成し遂げる勇気とチャレンジ精神をもった自発的で献身的なリーダーが必要であると

いうことを示唆しています。 

宮内東日本区理事はYMIに対し並外れた情熱を持つ心の温かい方と聞いています。 

宮内理事の強いリーダーシップにより日本で新たな変化が起こり、きっと東日本区が成長すると思います。理事

および区のリーダーの皆さま全員がより良い世界を作ろうとする努力がいっそう光を放つでしょう。さらなる挑

戦と刷新された活動により、東日本区の活動が新しくて楽しいものになればと思います。 

東日本区の区報１号の内容がどのようなものか知りたいです。区報は担当者が区の皆さまのために熱心に作られ

るものと思います。皆さまの新たな活動を掲載した区報を頂けることと、区報が全世界に紹介されることを楽し

みにしています。 

また、この区報が YMI の活動の媒体となりメンバー全員にとって喜ばしいものとなればと思います。貴方の任

期の開始と区報１号の発行に際し改めてお祝いを申し上げます。 

貴方と東日本区の皆さまのご成功を祈ります。 

ワイズリー 

国際会長 

ムーン・サンボン 
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Action！ 

2018-2020 アジア太平洋地域会長 田中 博之（東京多摩みなみ） 

 

東日本区 2018-2019 年度のスタートにあたり、アジア太平洋地域を代表してお祝

い、お礼、お願いを申し上げます。 

アジア太平洋地域は、東・西日本区の他に台湾、フィリピン、南東アジア、スリ

ランカそしてオーストラリアの、合わせて 8 つの区によって構成されています。

メンバー数は約 3,700 名で、その中で、東日本区が約 25%、東西日本区を合わせ

ると、約 65%も占め、日本の皆さまは、まさに、アジア太平洋地域の中核であり、

リーダーとして、お手本としてご活躍いただき、地域内の他の国・区の支援をいただくことを期待して

います。 

アジア太平洋地域の役割は、地域内の各区、各部、各クラブの活動を支援することでありますが、残念

ながら、これまで皆さまの日々のワイズライフに対して、アジア太平洋地域が十分にその役割を果たし

てきているとは、言えません。どうぞ皆さまには国際協会、アジア太平洋地域の一員であるという意識

を高めていただき、アジア太平洋地域の果たすべき役割の推進のためにお力添えいただくことをお願い

申し上げます。私も先頭に立って全力を尽くすことをお約束いたします。 

さて、来年 2019 年の 7 月 19 日から 21 日、仙台にて第 28 回アジア太平洋地域大会を開催いただくこ

とに心から感謝申し上げます。 

まさに、東日本区の皆さまがアジア太平洋地域のリーダーとしてご活躍、ご奉仕いただく、最高の具体

的な表れです。この大会の企画、準備、運営を通じて東日本区がさらに元気になり、ワイズ運動の活性

化にもつながることを切に願っています。 

私のアジア太平洋地域会長としての主題は「Action!」です。どうぞ皆さまも、様々な課題の中で、現状

に満足せず、入会式、役員就任式式文にも謳われているワイズメンとして最も大切な「理想」をいつも

お持ちいただき、その理想の実現のために、「為せば、成る」と信じてそれぞれが「行動」していただく

ことをお願いいたします。東日本区のこれからの発展をお祈り申し上げます。 

 

感謝 

 日本 YMCA 同盟 総主事 神﨑 清一（東京西） 

 

 ワイズメンズクラブ国際協会東日本区の各部・クラブ・メンバーそしてメネッ

トの皆様には、日頃より全国の都市 YMCA ならびに学生 YMCA の活動をお支え

いただきますことに、心より感謝申し上げます。 

栗本理事から宮内理事が引き継がれ、これまでの歴史を大切にしつつ、2018

年―2019 年の新たな航海が始まりました。宮内理事の巧みな舵取りと、時宜に応

じたご奉仕やお祈りによって、この 1 年のクラブライフがますます豊かなものと

なりますようにお祈り申し上げます。 

YMCA では、「日本 YMCA 中期計画 2020」の 2 年目を迎え、全国の YMCA が一致して、「ポジティ

ブネットのある豊かな社会を創ること」を目標とし、「みつかる。つながる。よくなっていく。」をスロ

ーガンとして、更なる人財育成の強化、組織の事業の見直しなどに取り組んでいます。 

 特に、今日の日本の社会では小さくされた人々が、排除された社会から抜け出すことが大変困難であ

る状況が顕在化しています。このような時代にあって、これらの課題解決に向けての取組が求められ、

ワイズメンズの皆さんお一人おひとりの声が社会に発信され届くこと、YMCA の諸活動が社会により認

知されインパクトが与えられるようになることが肝要であると考えています。 

いつの時代にあっても、私たちは青少年を育みつつ、平和な社会を次代に繋いでいくことが使命であ

ると考えています。今期もどうぞよろしくお願いいたします。 

東日本区の皆様、お一人おひとりに神様が共におられますことに感謝して。 
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 ワ

日本

より

にエ

立の

まし

いと

げる

増強

こと

会は

年目

待し

宮

た新

並び

私も

とを

よう

成る

い心と、冷め

日本区の発展

を中心に、次

分かりやすい

また、2019
回アジア太

責務を全うす

国を駆け巡り

かを感じ、次

にしたいと思

ワイズの目指

本区の全メン

り良いワイズ

『為せば、成

エクステンシ

の機運を高め

した。会員減

との思いでし

ることは出来

強への思いは

とと思います

は、全ての部

目には、必ず

しております

宮内理事の掲

新年度がスタ

びに各事業主

もトロイカの

を含めて、宮

うに、微力な

る！ 

西日本区理

めた頭脳をも

次期理事

 今年

魅力あ

最高の

たいと

心と、

歴史あ

員のよ

展に力を注ぎ

次年度の目標

い事業展開を

年 7 月 19～
太平洋地域大

する為、プロ

り、アピール

次に進める、

思います。 
指すのは、「継

ンバーとのキ

ズライフを楽

成る』期待を

直前理事

昨年

日本区

くの抱

げよう

題に掲

新会員

クラブ

ション委員会

めるとする等

減少を打破し

した。残念な

来ませんでし

は、多くの会

す。また、部

部でスタート

ず新クラブが

す。 
掲げる『為せ

タート致しま

主任とも実力

の一員として

宮内理事の目

ながらサポー

理事/次期理事

もって 
事 山田 敏

年度、次期理事

ある宮内友弥理

形でバトン

思います。

冷めた頭脳

あるワイズダ

り良い交流

ぎます。次期

標や計画策定

を目指します

～21 日に開

大会の実行委

ログラムを充

ルに努め、ま

そして行動

継続は力なり

キャッチボー

楽しみましょ

を込めて 

事 栗本 治郎

年の川越での

区大会の引継

抱負と期待を

う ワイズの

掲げて、１ク

員の獲得、２

ブを目指すこ

会を設置し、

等の理事所信

してワイズを

ながら、十分

した。然しな

会員の皆様が

部エクステン

ト致しました

が誕生してく

せば、成る』

ます。宮内キ

力者が揃って

て、達成でき

目標が成し遂

ート致します

事/直前理事

敏明（十勝）

事として、

理事を支え、

を受け継ぎ

常に「熱い

をもって」、

ム推進と会

を心掛け、

期キャビネッ

定に努め、よ

す。 
開催される第

委員長として

充実し、また

また皆さんが

動に繫がる大

り」です。東

ールを通して

ょう。 

郎（熱海）

の第２０回東

継ぎ式で、多

を込めて『広

の仲間』を主

クラブ２名の

０名以上の

こと、また部

新クラブ設

信表明を致し

を元気にした

分な成果を上

ながら、会員

が強くされた

ンション委員

た。２年目３

るものと期

を主題とし

キャビネット

ております。

きなかったこ

遂げられます

す。為せば、

事 

 

、

が

大

東

、

東

多

広

部

設

す



書記、頑張

 

標を掲げま

かですが、

テイタスに

任意団体

強制力で動

ンバー全員

ない。これ

と思います

お手伝いを

書記の立

多々有りま

たします。

 

着実に歩む

しみなく使

らクラブ、

きたいと思

活動の経済

切日を守っ

今年度も

金して下さ

ブ会計は緊

い。なお、今

スター広告

担金は経常

層のご理解

張ります 

板村

ク

越に

組織

化」

び、

はど

ました。これ

このスタン

に関係なく今

体のワイズは

動く組織では

員が主体的、

れはワイズの

す。これを肝

をさせて頂き

立場上、皆さ

ますが、ご協

書記、頑張

むために 

 長谷川

東

緊

で

で

し

た

使いたいもの

部、東日本区

思います。東日

済的基盤とな

って下さいま

各種献金、Y

い。部長と部

緊密に連絡を

今年度から今

告掲載代、ユー

常会計に計上

解とご協力を

 哲也（東京

クラブ入会後

にもワイズと

織、巨大な組

」や「改革」

、併せ自分達

どんどん変え

までにできた

スと所信は

後も維持して

トップダウ

ないと理解

能動的に動か

存続に関わ

に銘じて、東

ます。 

さまにお願い

力のほどよ

ります。 

 

川 あや子（

東日本区会計

張感でいっぱ

すが全力を

どうぞよろ

ます。ワイズ

めに使うべ

です。そのた

区の会計に関

日本区が着実

なります区費

すようお願

YVLF 負担金

部会計、クラ

を取り状況を

今まで特別会

ース活動参加

されます。ユ

お願いいた

書

京武蔵野多摩

後まもなく、

という伝統あ

織を相手に「

の必要性を

達でできるこ

えて行こうと

たことはごく

自分の立場や

て行きます。

ンの指揮命令

しています。

かなければな

る根幹的なこ

東日本区運営

いしますこと

ろしくお願い

    会

（東京八王子

計を仰せつか

ぱいです。微

を尽くします

しくお願い

ズダムの発展

べきところは

ためにも日頃

関心を寄せて

実に歩むため

費の送金など

いいたします

金は部会計に

ラブ会長とク

を把握して下

会計だったロ

加費、YVLF

ユース活動に

します。 
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書記 

摩） 

僭

ある

「変

を叫

こと

と目

く僅

やス

。 

令や

。メ

なら

こと

営の

とが

いい

会計 

子） 

    

かり、

微力

すの

いた

展の

は惜

頃か

て頂

めに、

ど締

す。 

に送

クラ

下さ

ロー

F 負

に一

地域

 

いま

なり

「キ

ズの

めの

たっ

２

３

各ク

業を

YM

合っ

ラブ

とは

こう

ー

の事

を考

の事

リー

そう

者が

各部

た、

ださ

一

 

 

 

 

 

 

 ユ

域のために、

地

ましたが、あ

りました。こ

キリストの愛

の拠り所、ア

のものと考え

って、三つの

１．現在の事

２．地域の皆

顔を合わ

３．活動を記

クラブとも多

を行っていま

MCA のニー

ってみてはど

ブメンバーで

はできないで

うしたクラブ

トできるかを

事業を計画の

考えています

事業を部長、

ーに皆さんに

うすることで

が出てくるこ

部長、クラブ

、ブリテンに

さい。 

一年間、よろ

ユースアク

Y のために

地域奉仕・YM

大

２０１８

仕・YMC

の大久保

業主任名

従来から

YMCA

あらためて、

これは宮内理

愛の精神と Y

アイデンティ

えています。

の基本方針を

事業を棚卸し

皆さん、YM
わす回数を増

記録して幅広

多くの地域奉

ます。そうした

ーズに合って

どうでしょう

ではない地域

でしょうか？

ブ単位の事業

を悩んでいま

の段階で、区

す。ブリテン

クラブ会長

にお伝えでき

でクラブの内

ことを目指し

ブ会長のご協

に計画段階の

ろしくお願い

ティビティ

書記/会計

に 

MCA サービ

大久保 知宏

８－１９年度

CA サービス

保です。今年

名が変更とな

ら地域奉仕事

サービスも

名称に明示

理事の基本方

YMCA サー

ィティー」を

私は本事業

を掲げました

ししましょう

MCA のスタッ

増やしましょ

広く発信しま

奉仕・YMCA

た事業が地域

ているかをク

うか？そうし

域の皆さんを

？ 

業をどのよう

ます。まずは

区から情報発

ン等で見つけ

長にお尋ねし

きないかと考

内外にその事

していきたい

協力をお願い

の事業の掲載

いいたします

ィ予定表 

計/事業主任

ビス事業主任

宏（宇都宮）

度、地域奉

ス事業主任

年度から事

なりました。

事業主任が

も担当して

示することに

方針の一つの

ービスはワイ

を強く表すた

業の推進にあ

た。 

う 
ッフとの 
ょう 
ましょう 
A サービス事

域のニーズ、

ラブで話し

したことにク

を巻き込むこ

うに区がサポ

は、各クラブ

発信すること

けた計画段階

して、タイム

考えています

事業への協力

いと思います

いします。ま

載もご検討く

す。 

任 

任 

 

に

の

た

あ

事

ポ

ブ

階

ム

す。

す。

ま



ワイズの情

 

ば、成る」。

きになりが

積極的に情

ょう。 

【事業計画

１．Extens

前年度、

設置されま

新クラブ設

新クラブを

２．Memb

  東日本区

ブ紹介パ

活用して、

会員獲得に

また、「フ

て、ワイズ

も進めたい

各クラブ純

３．Conser

  他クラ

広げなが

着率を上げ

【表彰基準

１．Ｅ部門

２．Ｍ部門

          

          

          

３．Ｃ部門：

          

        

４．特別賞

情報を発信し

  

増

EM

践

ま

クラブライ

がちですが、

情報発信し、

画と目標】 

sion （クラ

各部に「エ

ました。その

設立に向けた

を 3 クラブ設

ership （会

区ホームペー

ンフレット」

、自クラブ専

に努めてくだ

フェイスブッ

ズの活動を外

いと思います

純増 2 名以上

rvation （維

ブの例会を訪

ら出席率の向

げ、退会者ゼ

準】（対象期間

門：①新クラ

門：①最優秀

  ②優秀賞

  ③努力賞

  ④クラブ

：①出席率最

  ②出席率

③ノンド

  ④グッド

賞：EMC 事

果を収めた

て EMC 

会員

伊丹 一之

今年度、宮内

強事業主任

MC について

していきた

す。 

今年度の理事

イフが楽しい

そのパワー

会員増強に繋

ラブ拡張） 

エクステンシ

の委員会が推

た活動を展開

設立すること

会員増強） 

ージにひな形

」を、各クラ

専用のパンフ

ださい。 

ク」などの

外に向かって

す。 

上が目標です

維持啓発） 

訪問するなど

向上を図り、

ゼロを目指し

間：2018.5.1

ブ設立賞 

賞（最多会員

（最優秀賞に

（2 名以上の

紹介パンフ

最優秀賞（100

優秀賞（90

ロップ賞（退

スタンディ

業に積極的に

た部やクラブ

員増強事業主

（東京むかで

内理事から会

を仰せつかり

て皆様と共に

いと思ってお

事主題は「為

と、とかく内

を外に向かっ

繋げていきま

ョン委員会」

推進役となっ

開してくださ

とが目標です

形がある「ク

ラブが積極的

フレットを製

SNS を活用

て発信するこ

す。 

ど、交流の輪

、新入会者の

しましょう。

1～2019.4.3

員獲得クラブ

に次ぐクラブ

の会員獲得クラ

レット作成賞

0％または最高

％以上） 

退会者ゼロ）

ング賞（15名以

に取り組み、

ブ、個人 
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主任 

で） 

会員

り、

に実

おり

為せ

内向

って

まし

」が

って

さい。 

す。 

クラ

的に

製作、

用し

こと

輪を

の定

 

0） 

ブ） 

ブ） 

ラブ） 

賞 

高） 

） 

以上） 

、成

小さ

い致

端を

ニケ

いま

国際

RB

ッ

げる

・献

BF

TO

一人

て頂

※ク

※部

・R

キャ

マラ

今年

4 月

イベ

・B

でき

ご家

イズ

・I

部長

201

加を

い。

 

 

 
 
 

さな気づきを

致します。こ

を御理解頂き

ケーションツ

ます。 

際・交流事業

BM、YES な

トの「ワイズ

るテーマで事

献金目標：自

F－2,000 円以

OF－1,300 円

人ひと月当た

頂いては如何

クラブから部

部から区会計

RBM：7 月は

ャンペーンが

ラリア撲滅運

年度は、8 月

月 25 日の世界

ベント開催を

BF 使用済み切

きれば近年の

家族やお仲間

ズで切手整理

IBC／DBC：

長、担当主査

19 年仙台で

をご予定頂き

。 

を積み重ねて

小原 史

主題：「

ね、関

 

本年度

当する

奈子で

この事業を通

き、クラブ内

ツールとして

業には BF、E

などがありま

ズ用語」は毎

事業理解をお

自由献金では

以上  RBM

円以上  YE

たり500円を

何でしょうか

部会計へ送金

計へ送金  

は RBM の強

が 2020 年ま

運動へご協力

月 20 日の世界

界マラリア・

を計画中です

切手収集と整

の国内国外の

間とご一緒に

理をお願い致

： 締結予定

査を通してお

で開催するア

き、IBC、DB

て 

国際・交

史奈子（東京

「小さな気づ

関心を持って

度、国際・交

る事になりま

です。どうぞ

通して、ワイ

内外の皆さん

て活用して頂

EF、TOF、IB

ます。これら

毎月の強調月

お願いします

はありますが

M－800 円以

ES－500 円以

を目安に献金

か（目標年間

金 2 月 15 日

 2 月末ま

強調月間です

まで延長にな

力をお願い致

界モスキー

・デーに他団

す。 

整理：「無から

の使用済み切

に楽しみなが

致します。 

定のあるクラ

お知らせくだ

アジア太平洋

BC 交流にご

事業主任

交流事業主任

京たんぽぽ）

づきを積み重

て行動へ」 

交流事業を担

ました小原史

ぞ宜しくお願

イズ活動の一

んとのコミュ

頂ければと思

BC、DBC、

らアルファベ

月間で取り上

す。 

が 

以上 

以上 

金積立てをし

間 6,000 円）

日までに 

でに 

す 

なりました。

致します。 

ト・デーや、

団体と協力し

ら有を生む」

切手を集め、

がら指定のサ

 

ラブは事前に

ださい。 

洋地域大会参

ご活用くださ

任 

任 

 

 

重

担

願

一

思

ベ

上

し

 

し

 

サ

に

参



垣根を超え

 

としました

増強、メネ

ース事業を

地域・年齢

（若者）支

となってい

いと思い、

 さて私は

てこなかっ

に関しては

そも「ユー

いと思いま

葉を使うと

はないかと

に 39 歳以下

たち（コメ

ー、④若い

校 YMCA）

ユースコン

ボランティ

などユース

人、⑦地元

校生など地

YMCA、ワ

いる若者た

のですが、

で使われて

 次にユー

まず、毎年

リーダーズ

YMCA の新

的としてい

ーと呼ばれ

リーダー、

YMCA 理解

えて 

 2

主任

山本

願い

ス事

越え

た。それは地

ネットなどの

を見直すこと

齢・性別など

支援を行いた

いるものを少

このような

は今までユー

たこともあ

は何も分から

ース」とは何

ます。ワイズ

き、大きく

思います。ま

下のメンバー

ット）、③Y

い YMCA スタ

、いわゆる学

ンボケーショ

ア・リーダ

ス支援事業に

元の未就学児

地域の子ども

イズメンズ

たちすべてを

「ユース」と

ています。 

ース事業は次

年 9 月に行わ

ズフォーラム

新米ボランテ

います。それ

れる学生ボラ

特に新米

解、リーダー

ユ

山本 剛

2018-2019 年

任を務めます

本剛史郎です

いいたします

事業主任の主

えて～Beyon

域奉仕、国際

他事業との垣

を考えたか

様々な垣根

い。そのため

しでも崩す

主題にしま

ス事業には積

り、正直言

ない状態です

かというと

の中で「ユー

次のように分

まず、①若い

ー）、②ワイ

YMCA ボラ

タッフ、⑤大

学 Y の学生、

ン（IYC、A

ダーズフォー

参加してくれ

を含む小学生

もたちなどで

クラブに何か

支援するのが

いう言葉は

のようなこ

われるユース

ム（YVLF）

ティアリーダ

ぞれの YM

ンティアが

リーダーた

ー同士のつな

ユース事業主

剛史郎（川越

年度ユース事

す川越クラブ

す。よろしく

す。今期のユ

主題を「垣根

nd barriers～

際・交流、会

垣根を越えて

らです。また

を越えてユー

めに垣根・障

きっかけにし

した。 

積極的に関わ

ってユース事

す。今回、そ

ころから考え

ース」という

分類されるの

いワイズメン

ズの子ども、

ンティアリー

大学 YMCA

、⑥国際や地

AYC）やユー

ラム（YVL

れた学生、社

生、中学生、

です。つまり

かしら関わっ

がユース事業

いろいろな意

とを行います

ボランティア

です。これ

ダーの研修を

CA にはリー

いますが、そ

たちを集めて

がりを深め、
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主任 

越） 

事業

ブの

お

ユー

根を

～」

会員

てユ

た、

ース

障壁

した

わっ

事業

そも

えた

う言

ので

ン（特

、孫

ーダ

（高

地域

ース

LF）

社会

、高

りは

って

業な

意味

す。

ア・

れは

を目

ーダ

その

て、

、今

後の

の集

ーラ

ロー

した

プラ

国際

YM

るも

区に

そし

が、

すが

今期

年

それ

です

とも

ユー

（S

の活

スが

異国

スと

くの

 上

支援

実態

参加

うワ

参加

思い

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20

イ

20

ユ

20

日

20

オ

20

ア

ユ

のリーダーと

集まりです。

ラム・Y（O

ーバルな課題

たいというユ

ラン作りに挑

際感覚・問題

MCA の若手

もので、今年

にある興望館

して国際ユー

、これは 20

が、それは現

期、企画・準

7 月に仙台

れに伴う地域

す。これは東

も各クラブは

ースが参加す

Short Term 

活動です。ワ

が応募できる

国のワイズ家

と共に種々の

の方に応募・

上記の活動は

援が必要です

態をみてやろ

加を歓迎いた

ワイズメンの

加し、一言、

います。よろ

018 年 8 月 6

インターナシ

018 年 9 月 7

ユースボラン

018 年 11 月

日本 YMCA 大

019 年 5 月

オープンフォ

019 年 7 月 1

アジア太平洋

ユースアク

としての働き

次に 5 月に

FY）です。

題について、

ユースが出逢

挑戦するため

題意識を持つ

手スタッフの

年は 2018 年

館で第 7回 O

ースコンボケ

18 年 8 月に

在、着々と準

備をしなけれ

で行われるア

域ユースコン

東日本区で行

は多くのユー

することを望

Exchange P

ワイズに理解

る、3～12 週間

家庭に滞在し

の体験学習を

参加していた

はすべてワイ

す。特にユー

ろうと意気込

たします。ユ

の方々、ぜひ

二言、苦言

ろしくお願い

6～12 日（韓

ョナル ユー

7～9 日（山

ティアリーダ

23～25 日

大会 

（場所未定）

ーラム・Ｙ

16～21 日（

地域 ユース

ティビティ

きに役立てて

に行われるオ

これは地域

学びたい、

逢い、ともに視

めのワークシ

つユースの発

のトレーニン

5 月 19 日、

OFYが開催さ

ケーション

に韓国・麗水

準備を進めて

ればならない

アジア太平洋

ンボケーショ

行わることも

ースを送り出

望みます。最

Program：短

解のある 15-2

間の短期交換

し、その地の

をするもので

ただきたいと

イズメンの参

ースとの交流

込みのあるワ

ユース事業に

ひ一度、これ

言を呈しても

いいたします

韓国・麗水）

ースコンボケ

山中湖センタ

ダーズフォー

（東山荘） 

 

（予定） 

（日本・仙台

スコンボケー

ィ予定表 

事業主任

てもらうため

オープンフォ

域の課題、グ

行動をおこ

視野を広げ、

ショップです

発掘と育成、

ング機会とす

東京都墨田

されました。

（IYC）です

水で行われま

ております。

いのは 2019

洋地域大会、

ョン（AYC）

もあり、ぜひ

出し、多くの

最後に STEP

短期留学制度

25 歳のユー

換制度です。

のワイズユー

でぜひとも多

と思います。

参加、応援、

流、その活動

ワイズメンの

に物申すとい

れらの活動に

もらいたいと

す。 

 

ケーション

ー） 

ーラム 

） 

ーション 

任 

め

グ

す。

す

す

ま

9

ひ

の

P

度）

ー

ー

多

 

動

の

い

に



その次のワ

念公園を訪

の音楽が流

が生演奏で

っぱいに音

くれました

ナを始め、

楽譜を見な

 素晴らし

ートは可能

どんなこと

 私はチミ

ＯＢです。

 チミケッ

会い、感銘

いてきまし

んから元気

しい出会い

 いつでも

ミケップも

でもそこに

たり、古い

るから、喜

 チミケッ

ません。９

キャンプ場

もの寂しい

達やスタッ

があってこ

す。 

 本年度は

少しでも増

よう心がけ

ワイズへ 

 

し

た

引

す

 

訪れました。

流れていまし

であることに

音楽が響き、

た。演奏して

まだ７〜８

ながらいろい

しいと思いま

能でありやり

も出来る、

ミケップキャ

ワイズ活動

ップやワイズ

銘を受け、勇

した。そして

気をいただき

いはあるもの

どこでもそ

御用邸も場

に人がいなけ

い建物の形だ

喜びが増える

ップキャンプ

月、１０月

場になり、そこ

い雰囲気の場

ッフがにぎや

そチミケッ

は宮内理事の

増やし、その

けていこうと

二本松 

第２１回東

楽しい一時を

に今度は自分

き締まる思い

。 

大会の直前、

見学の最中ず

た。庭に出て

気づきました

とても心地

いた方は７

年だと語って

ろな曲を演奏

した。何歳に

続ける意思

そんな風に感

ャンプ場で育

もその延長に

を通してた

気をもらい、

今回の大会で

ました。何歳

と再認識しま

の根本は人

所を提供して

れば単に山奥

けです。そ

のだと思いま

場は夏の間

になると落ち

こはひっそり

所になります

かに楽しく過

プキャンプな

もとにこの喜

次のワイズへ

思います。 

 

 

 

北海道部部

能敬（北見

日本大会に参

を過ごして、

分たちだと気

いを感じてい

、沼津御用邸

ずっとオカリ

てそのオカリ

た。建物や庭

よい気分にし

４歳からオカ

てくれました

奏していまし

になってもス

と元気があれ

感じました。

育ったリーダ

にあります。

くさんの人に

、笑顔をいた

でもオカリナ

歳になっても

ました。 

と思います。

てくれていま

奥の原始林だ

こに出会いが

ます。 

しか運営して

ち葉に埋もれ

りとした静か

す。やはり子

過ごしている

なのだと思い

喜びや楽しみ

へ繋げていけ

11 

 

部長 

見） 

 

参加

、新

気の

いま

邸記

リナ

リナ

庭い

して

カリ

た。

した。 

スタ

れば

。 

ダー 

。 

に出

ただ

ナさ

も新

。チ

ます。

だっ

があ

てい

れた

かな、

子供

る姿

いま

みを

ける

チャ

～ワ

訪問

ア太

西日

向け

年は

あう

を密

うに

進め

北

Fac

す。

を支

ても

喜び

また

色々

ある

おり

イズ

ただ

活動

ただ

を継

の維

的な

そし

を伝

今

んが

して

を胸

北

AE

ャンス到来

ワイズメンズで

問が難しいと

太平洋地域大

日本区、アジ

けて準備活動

は SNS 等の

う時代になっ

密に取りなが

に協力し携わ

めていく年に

北東部では個

cebook など

。個性を大切

支援して行き

もできる限り

びを分かち合

た各クラブと

々な活動を行

る活動がいず

ります。先日

ズメンズクラ

だきました。

動を少しでも

だきました。

継続的に続け

維持会員にな

な参加と奉仕

して YMCA

伝えていく事

今年一年北東

が、理事副題

て何が出来る

胸に活動を進

北東部部大

ER(アエル)

われら北東部

である喜びを分

涌

次期アジア

部(仙台)で

のチャンス

になるので

ます。北東

が離れてお

と議論されて

大会では北東

ジア太平洋地

動をしていく

のツールを駆

って来ていま

がらメンバー

われるかを常

になるでしょ

個性的なクラ

どには楽しい

切にし楽しく

きたいと思い

り各クラブの

合えるような

とも CS、Y

行っておりま

ずれ会員増強

日仙台 YMC

ラブとは」と

YMCA のス

も理解してい

ワイズの役

けて行く事が

なる事、YMC

仕、YMCA ユ

A に集う若い

事を考えて活

東部は忙しい

題の中にある

るかを考えて

進めて行きま

会 9 月

 https://w

部から世界へ

分かち合いまし

北

涌澤 博（仙

ア太平洋地域

行われる事

スと捉え飛躍

ではないかと

東部はクラブ

おり、これま

て来ましたが

東部の垣根を

地域、そして

く事になりま

駆使し容易に

ますので、お

ー一人ひとり

常に考えてワ

ょう。 

ラブが多く、

い催しが報告

く喜びのある

います。距離

の例会を訪問

な部の運営を

YMCA サー

ますが、その

強に繋がるも

CA 職員研修

と題してお話

スタッフに対

いただけるよ

役割は、YMC

が大切で、所

CA プログラ

ユースリーダ

い世代にワイ

活動して行き

い年になるか

る「あなたが

て実行しよう

ましょう。 

22 日 (土 ) 

www.sendai-

部長

へ 
しょう！～ 

北東部部長

仙台青葉城）

域大会が北東

を、北東部

躍していく年

考えており

ブ同志の距離

までも交流・

が、次期アジ

を越えて、東

て世界に目を

ます。ここ近

に連絡が取れ

お互いに連絡

りが、どのよ

ワイズ活動を

ブリテンや

告されていま

るクラブ作り

離が離れてい

問し、互いの

を目指します

ービスを通じ

のような魅力

ものと考えて

修会にて「ワ

話しさせてい

対しワイズの

ようご配慮い

CA への支援

所属 YMCA

ラムへの積極

ダーへの支援

イズへの理解

きましょう。

かもしれませ

がワイズに対

う。」その思い

仙台駅前

-aer.com/ 

長 

 

 

 

ジ

東

を

近

れ

絡

を

や

い

の

す。

て

い

の

い

援

A

極

援

解

 

せ

対

い

前



良いものを

は「ＹＭＣ

識します。

して主体的

して活動し

ワイズメ

各部活動、

連携の中に

つなげます

た活動を目

具体的に

ブ間交流を

して日本 Y

イズメンを

える都市 Y

さらに教会

います。こ

のプログラ

す。そして

る我々ワイ

様々な機会

ばと思いま

私たちが

の中にいる

に最も必要

関東東部

本バプテス

を見つけ、つ

Y

ガン

がる

げス

と歩

私

Ａを支える

そしてこの

的に「つなが

していきます

ンズクラブ

個々のワイズ

に素晴らしさ

す。そして Y

指します。

には、賜物の

を通して各ワ

YMCA 同盟と

をつなげます

YMCA リーダ

会ユース、一

れは９月２

ラムの中でぜ

て YMCA に

イズメンより

会を創り、繋

ます。 

が生き生きと

ることがワイ

要なことと感

部部大会 9 月

スト浦和教会

なげて、よ

 

衣笠 

YMCA はブ

ンとして「み

る・よくなっ

スタートし、

歩んでいます

私たちワイズ

」の基本的立

ブランドス

る」を「つな

。 

全体の活動、

ズメンの活動

を見つけ共有

YMCA 共々、

 

再発見やク

イズメンをつ

との協働含め

。又独立して

ダーと学生 Y

般ユースをつ

９日（土）の

ひ実現した

ユースを送

りちょっと若

がることに発

し、繋がって

ズメンズク

じます。 

月 29 日(土) 

 14:00～ 

くなろう 

関東東部部

輝夫（埼玉

ブランドスロ

みつかる・つ

っていく」を

その具体化

す。 

ズメンズクラ

立ち位置を再

ローガンに呼

なげる」に転

、東日本区活

動、YMCA と

有し、それら

、生き生きと

ラブ訪問、ク

つなげます。

めて YMCAと

ているように

YMCA ユー

つなげたいと

の関東東部部

いと願ってい

り出してくだ

若いご両親と

発展していけ

て魅力ある活

ラブ会員増実

埼玉北浦和
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部長  

玉） 

 

ロー

つな

を掲

化へ

ラブ

再認

呼応

転換

活動、

との

らを

とし

クラ

。そ

とワ

に思

ース、

と思

部会

いま

ださ

とも

けれ

活動

実現

和日

ワイ

保、

まず

例会

メ

の活

ブリ

ペ

経費

他ク

YM

プ

様々

一人

夫々

て達

しま

次期

せん

しょ

国際

ＥＭ

ユー

 

 

主題

～飛

イズの楽しみ

、20 名のク

ずクラブの基

会の定例開催

メンバーのみ

活動を楽しん

リテンの定期

ペーパーでの

費は従来より

クラブの活動

MCA の活動

プログラムの

々な活動・活

人一人に与え

々の取捨選択

達成できるも

ましょう！あ

期のキャビネ

ん。残された

ょう。 

際・交流 ：

ＭＣ   ：

ース   ：

題「未来はそ

飛躍・革新～

みは、今、そ

神保 

 

  －

クラブ

て、活

楽しさ

活動に

ずは二

ラブへと。 

基本。 

催。 

みならず外部

んでいただく

期的な発行。

の時代からメ

り軽減できる

動の紹介・報

に参画 

の紹介・参加

活躍の機会が

えられている

択は皆さんの

ものと思いま

あっという間

ネットが動き

た 1 年みんな

：IBC・DBC

：新クラブ誕

：YMCA のリ

それに備える

～ 

 

あずさ

して頑

で未来

らのワ

役割に

ラブ内

そしてこれか

伊和雄（東

－JOIN US

ブの基本・原

活動の中身を

さの再発見を

には仲間が増

二桁、そして

部の方を招い

く！ 

 

メールでの発

る。 

報告 西日本

加プログラム

が与えられて

る時間に限り

の汗と知恵と

ます。まず一

間の 365 日、

き出している

なで一緒に歩

C 

誕生に向かっ

リーダーたち

る人のもので

あ

廣瀬 健（

さ部 11 クラ

頑張っていき

来に備えるす

ワイズ活動内

にあると思い

内で考え行動

部長

から 

東新部部長

東京むかで）

S－ 

原点に戻っ

充実させ、

を！楽しい

増える。ま

て 15 名確

いてクラブ 

発信の今日、

本区も 

ムのニュース

ている。 

りがあります

と努力によっ

一歩を踏み出

もうすでに

るかもしれま

歩みを揃えま

って 

ちを仲間に

である」 

あずさ部部長

（甲府２１）

ブの代表と

たい。主題

なわち今か

容の充実、

ます。各ク

することが

長 

長 

 

 

ス 

す。 

出

に

ま

ま

長 

 



発展に繋が

ト、例会に

ていきたい

あずさ部課

属しており

が増えてい

１． 例会時

 ※みなと

有意義

 ※CS、フ

行など

役員会

 ※自己研

卓話の

２．クラブ

 【重点】YM

と協議し

 『活動事

 ※弱い人

ど）へ

 ※事業活

生み出

 ※ベビー

当然、皆様

向、形でト

し実際に行

必要。これ

あずさ部重

〇各クラブ

〇EMC の

〇国際交流

〇YMCA

活性化を

イベント、

満足度も向

動している

SNS 有効利

各クラブと

会員にあっ

たい。そし

微力ながら

 

 

 

 

がり飛躍につ

には出来る限

いと思います

課題である会

ます。ここ

います。ドキ

時に活発な意

会えたら親

義だと感じる

ファンド活動

どを含めて具

会で作成し実

研鎖高揚の為

の実施。 

ブ独自の活動

MCA の活動

し実現可能な

事業の具体的

人（障碍者・

への支援、具

活動の予算化

出す。野菜、

ーカーコンサ

様のクラブで

トライし実行

行動に移すに

れをもとに、

重点活動 

ブの強化、拡

の活動の活発

流 IBC・DB

との連携協

を計る。 

奉仕活動が

向上し、会員

るかを外部に

利用透明化し

連絡を取り

た活動を助

して東日本区

ワイズ活動

ながると考え

り参加し各ク

。 

員増強、私は

2 年～3 年は

ュメント報告

見交換と事業

しみのわく、

クラブ活動

動・ブリテン

体的な推進案

施する。 

会員並びに外

事業を明確に

動内容を十分

事業を実施す

な検討項目』

年少者・高齢

体化してい

及びファン

果物作り 

ート実施 

も上記項目に

していると思

はかなりのパ

 

拡大を計る。

発化。 

BC の交流促

協力を更に強

地域に認知

増強も達成で

発信し知って

していく。 

合い成功事例

け成長でき

全クラブが発

していきます

えます。イベ

クラブを応援

は甲府 21 に

は順調に会員

告。 

業推進の基軸

、そして楽し

目指す。 

内容・例会の

案は各委員会

外部講師によ

に実施する

分把握し、YM

する。 

』 

齢者・貧困者

く 

ドで活動資金

にはいろんな

思います。し

パワー行動力

 

促進。 

強固なものに

されれば会員

できる。何を

て頂く HP、

例を参考に地

るように頑張

発展出来るよ

す。 
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ベン

援し

に所

員数

軸 

しく、 

の進

会・

よる

MCA

者な

金を

な方

しか

力が

にし、

員の

を活

FB、

地域、

張り

よう

心を

ズ同

ーシ

その

「為

える

動

活動

が認

験や

とは

しか

を引

「お

体性

を分

１、

・ク

・C

・会

・国

・ユ

・Y

２、

・部

 

 

～宇

キリ

解く

主著

・評

 

 

を元気に絆を

同士が「同じ

ションづくり

の基盤によっ

為せば、成る

る」も取り組

動機づけは、

動そのものの

認め合える心

や目標達成の

はいうものの

かし、為せば

引き寄せ、幸

おしつけ」で

性」をもち、

分かち合いた

、活動計画

クラブの活性

CS/Y サービ

会員増強/EM

国際・交流事

ユース活動の

YMCA との協

、行事活動

部会 2018

  会場

  講師

演題

宇宙研究最前

リスト教、仏

くダライ・ラ

著書:宇宙が教え

評議会 4 回

を深めあえる

宮内

成る」

許す限

ていた

どうぞ

YMC

じ考えを共有

りが全ての基

って信頼関係

る」⇒「やれ

まなければ何

良好な人間関

の楽しさや居

心の元気づく

の道へ一歩進

の、思うように

ば成るです。

幸せ気分にな

ではなく仲間

所属してい

たいものです

（重点目標）

性化・充実を

ビス 地域貢献

MC エクステ

事業の充実。

の支援 

協働・協力関

年 9 月 15 日

レンブラン

佐治 晴夫

「宇宙に学ぶ

前線から人間

仏教との共通項

ラマ法王 14 世

える人生の方程

・研修会ワ

るワイズをめ

湘南

佐藤 節

内友弥理事方

の精神のも

限り、一生懸

ただく所存で

ぞよろしくお

CA 支援に向

有する」には

基盤であると

係が構築され

ればできる」

何事も実現で

関係つくりが

居心地の良さ

くりにつなが

進むと確信し

にいかないの

信じること

なり勇気が出

間と支え合う

いたいと思う

す。 

 

を図る 

献と YMCA

テンション委

IBC・DBC

関係支援  

日（土）14 時

ンドホテル厚

夫理学博士 

ぶ人生の歩き

間存在の意味

項を数学的見

世との公開対

程式、14 歳の

ワイズセミナ

部長

めざそう！

南沖縄部部長

節子（厚木）

方針「為せば、

と、時間の

懸命務めさせ

であります。

お願いします

向けて、ワイ

はコミュニケ

と思います。

れていきます

⇒「夢を叶

できません。

が先ず一番。

さは、お互い

がり、成功体

しています。

のが世の常。

とは、パワー

出ます。 

うことで「主

う集団の魅力

A 支援 

委員会の支援

C の促進 

時～ 

厚木 

き方」 

味を考える～

見地から読み

話は有名。

ための時間論

ナー開催予定

長 

長 

 

 

。 

ケ

す。 

叶

 

い

体

ー

主

 

～ 

み

論 

定 



 

楽しく元気

 

き、本年度

りました。

ブ、約 190

があり、ワ

考え方も違

的なクラブ

はあります

士山部らし

っておりま

主題は『生

ローガンは

年の加藤部

楽部』！そ

元気な活動

ばワイズじ

も思ってお

みんな自分

ですし、勿

ブ内でもも

ひとりを認

れば、楽し

(みんなが自

ばいけませ

 みんな自

います。上手

でも何でも

みんなで集

ラブ、兄弟

し合えるよ

私のお役

本理事が身

の宮内理事

るようにし

本当に頼

りますので

気に活動を！

     

2

理事

務め

クラ

くお

ラブ

度は部のお仕

ご存知のよ

名の大所帯

イズメン一

違うと思って

ブを纏めてい

すが、諸先輩方

しく」元気に

ます。 

生き活き！ワ

は『楽しく元

部長の主題は

それを引き継

動が一番！と

じゃない！楽

おります。ボ

分の利益の為

勿論一人ひと

めることも

認め合って、

しく活動でき

自己満足で終

せんが) 

分のクラブ

手くいかない

チャレンジ

集まれば出来

弟のクラブ、

ような仲間で

役目はクラブ

身近にいらし

事の思いも富

したいと思っ

頼りない部長

で、どうぞ宜

 

      

渡邉 

2018 年～20

事の下、富士

めさせていた

ラブの渡邉実

お願い致しま

ブ会長を務め

事をさせて

うに富士山部

帯です。各ク

人ひとりも

おります。そ

けるのか、ち

方のご意見を

活動が出来れ

ワクワク！仲

気に活動し

『生き活き仲

いだ形で、仲

の思いです。

しく活動を

ランティア団

に働いてい

り考え方も違

多々あります

みんなのい

るのではな

終わらないよ

に誇りを持

いこともある

、一人では出

るかもしれな

その仲間達で

ありたいと思

と区を繋ぐ

て下さった

士山部の全

ております。

ですが、一年

しくお願い致

富士山部部

実帆（沼津

019 年度、宮

士山部の部長

ただきます沼

実帆です。宜

ます。2 年間

めさせていた

いただく事と

部は現在 9 ク

ラブとても個

ワイズに対す

その９つの個

ちょっと不安

を伺いながら

ればいいなと

仲間と共に』

よう』です。

仲良し富士山

仲間と楽しく

。楽しくなけ

しよう！とい

団体ですから

るわけではな

違います。ク

す。でもひと

い所が引き出

いでしょうか

ようにしなけ

って活動され

るかもしれな

出来ないこと

ない。お隣の

でお互いに刺

思います。

こと。昨年度

ように、今年

メンバーに伝

。 

年間頑張って

致します。

14 

部長 

津） 

 

宮内

長を

沼津

宜し

間ク

ただ

とな

クラ

個性

する

個性

安で

ら「富

と思

ス

。昨

山倶

く、

けれ

いつ

ら、

ない

クラ

とり

出せ

か。

けれ

れて

ない。

とも

のク

刺激

度栗

年度

伝わ

て参

監事

きま

区の

務に

 聖

なっ

るこ

とし

をさ

に埋

内容

めら

はな

に創

も、

ます

 
見る

動で

上げ

事二期目 

     

    

ましたことを

の的確かつ健

に精励したい

聖書の中に、

った主人が家

ことを命じる

して帰ってき

さらに増やし

埋め、何もし

容です。ワイ

られた最低限

なく、ワイズ

創意工夫する

、そうした思

す。 

る猿・聞く猿

できればと願

げます。 

     

    鈴

 東日

定に基

仰せつ

１期目

事のご

事の重

を感謝いたし

健全な発展の

いと思います

王位を受け

家来たちに金

るイエスのた

きた主人は、

した家来を褒

しなかった家

イズにおいて

限のことを形

ズ運動の一層

ることが求め

思いをもって

猿・言わ猿 

本年

大任を

なりま

行政

役目と

趣旨に

願っています

     

鈴木 茂（横

本区定款第

基づき、2 期

つかりました

は先輩の久

ご指導のもと

重責を全うす

します。2 期

のために、微

す。 

けるために旅

金を預け、有

たとえ話があ

商売によっ

褒め、預かっ

家来を叱責す

ても、役員、

形式的に実行

層の進展と適

められていま

て職務に励み

漆畑 義

年度より２年

をお引き受け

ました。 

政監査・財政

心得、東日

に添って正し

す。よろしく

部長/監事

  監事

横浜つづき）

19 条の規

目の監事を

鈴木茂です。

保田貞視監

、何とか監

ることがで

期目も東日本

微力ながら職

旅立つことに

有効に運用す

あります。王

って預けた金

った金を地中

する、という

委員等が決

行するだけで

適正化のため

ます。私自身

みたいと思い

監事

義彦（富士）

間、監事の

することと

監査が主な

本区定款の

く柔軟に活

お願い申し

事 

 

 

。

本

職

に

す

王

金

中

決

で

め

身

い

事 

 

 

し



 

２年目の挑

ます。2017

り、「東日本

の答申、「東

2018－201

定の改定を

増強に関す

は審議半ば

した。今年

ともに、宮

の再検討を

充実した働

なさまのご

いたします

 
2018～201

 

を通し組織

委員会開催

11 月 30 日

4 月 5 日、

次期部長・

次期会長・

これからの

利用促進を

上げ、防衛

文献組織検

の整備検討

部主体のワ

出前研修を

挑戦 

文

 本

問に

種文

組織

い、

るこ

7－2018 年

本区理事キャ

東日本区定款

9 年度用ハ

を行うことが

する提言」と「

ばとなり、今

年度は、これ

宮内理事の方

を具体的に審

働きができる

ご理解・ご支

す。 

9 年度 LT 委

ワイ

ズの

自

とわ

を、

提供

識向

織の再構築を

催：7 月 6 日

、12 月 21 日

5 月 17 日、

次期事業主

部役員研修

の EMCの展開

を図るべく SN
衛策も含め話

検討委員会と

討を年間を通

ワイズ活動推

を積極的に進

献・組織検討

利根川 

本委員会は、

に対する答申

文献の改訂お

織に関する討

、東日本区の

ことが主な役

度は、各委員

ャビネット～

施行細則」の

ンドブック掲

できました。

東日本区大会

期も継続す

らの継続事項

針に沿って、

議し、昨年度

よう挑戦して

援をどうぞ

委員会活動に

北村

イズマン一人

の目標「理想

らが提案者と

わず、前向き

、互いに啓発

供していきた

向上、リーダ

図りたい。 
、8 月 24 日

日、1 月 25 日

於四谷日本

任研修会 1
会 3 月 9～
開に SNSの

NS 活用推進

を進める。 
も協力し、各

し取り組みた

推進を図るべ

める。 

討委員会委員

恵子（川越

理事からの

申とともに、

および監修や

討議・提案を

の発展に寄与

役目となって

員のご尽力に

～活動の手順

の改訂、さらに

掲載の規則や

。一方で、「会

会マニュアル

ることとなり

項をまとめる

、組織の在り

度よりもさら

て参ります。

よろしくお願

について 
ＬＴ委員長

村 文雄(厚木

人一人が、ワ

想と興味を持

となり、労を

きになること

発し合う場所

たい。会員の

ダーシップ開

日、9 月 28
日、2 月 22 日

本 YMCA 同盟

10 月 27 日

～10 日 
の facebook 等

進委員会を立

各種マニュア

たい。 
べくＬＴ委員

15 

員長 

越） 

 

の諮

各

や、

を行

与す

てい

によ

順～」

に、

や規

会員

ル」

りま

ると

り方

らに

。み

願い

長 
木) 

ワイ

持ち、

をい

と」

所を

の意

開発

日、

日、

盟 

等の

立ち

アル

員の

東日

り上

運営

・運

る必

たい

この

謝の

事等

ある

途先

に、

額の

皆様

くだ

 
あの

 

方々

かと

大会

にも

くだ

その

さす

ズ精

て来

援を

をど

常

日本区ワイズ

東日

上げていきた

営委員会の目

運用・保全で

必要があり、

いと思います

の基金は、ワ

の心を表す機

等に献金を捧

る毎に自由献

先は、ワイズ

、通常会計で

の出資が必要

様の熱きワイ

ださい。 

の日から７年

   

    

々から家族は

と声をかけら

会が始まると

も事あるごと

ださった。最

の場で 8,000

すがワイズ仲

精神を強く感

来た。これか

を継続して行

どうぞよろし

置委員会委員

ズ基金（JEF

日本区ワイズ

故村杉

を継い

金の運

とにな

イズの

を引き

たいと思いま

目的は、東日

ですが、第一

今年度も５

す。 

ワイズダムに

機会として、

捧げる形をと

献金もお願い

ズダム発展の

では対処でき

要となった場

イズへの思い

年 
 東日本大

宮内 友弥

あの日

を知り

を息を

前日 IB
念例会

った南

受付に

は大丈夫か、

られた。 
とお祈りの時

とに被災地・

最終日には、

0HK$を義援

仲間、日頃か

感じ、熱い思

からも心を合

行きたいと思

しくお願いい

員長/特別委

F）について

ズ基金運営委

髙田 一

杉克己ワイズ

いで、東日本

運営委員長を

なりましたが

の熱烈なワイ

き継いでワイ

ます。 

日本区ワイズ

一には募金活

５０万円を目

に関わる組織

個人やクラ

とってきまし

いしたいと思

のための活動

きない突発的

場合に活用さ

いを是非 JE

大震災支援

弥（東京武

、私は香港

TV 画面に

を飲んで見て

BC の TST
会に出席し、1
南東アジア区

に行くやいな

ワイズの仲

時は勿論の事

・被災者のた

出席者に募

援金として託

からの人を思

思いに勇気を

合わせ、ワイ

思います。皆

いたします。

委員会委員長

て 

委員会委員長

一彦（千葉）

ズ委員長の後

本区ワイズ基

を継承するこ

が、故村杉ワ

ズへの思い

ズ基金を盛

ズ基金の管理

活動を推進す

目標額に掲げ

織や人々の感

ラブの記念行

したが、機会

思います。使

動に使うため

的な、また多

されています

EF へお奉げ

対策本部長

蔵野多摩）

でニュース

流れる惨状

いました。

クラブの記

12 日に始ま

大会に出席、

なや旧知の

仲間は大丈夫

事、それ以外

ために祈って

募金を募り、

託された。 

思いやるワイ

を貰って帰っ

イズらしい支

皆様のご協力

 

長 

長      

 

 

理 

す

げ

感

行

会

使

め

多

す。 

げ

長 
 

、

夫

外

て

支



 

お願い 

目を通して

たもの、少

ものと様ざ

ときは定款

きたくお願

もう一つの

作品を参考

協会からも

とＹＭＣＡ

っていると

で利用して

勝る喜びは

なお、前年度

にて承認さ

しては、来

臨時代議員

上で、国際

って国際協

設立のため

修正手続き

今後、今回

東日本区の

念しており

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前文 

この定款は、

東日本区およ

組織と運営の

ワイズメンズ

区および区内

こと、クラブ

存在していま

私たちのモッ

権利に伴う」

性別、宗教等

および広く地

世界のそして

奉仕を通して

ができるよう

東日

2018

号が発

訂され

てい

定款改

のご協

て見直しをい

少し変えたも

ざまですが、

款をひもとき

願いたします

のお願いは、

考にして前文

お褒めをい

の理念をよ

思っていま

ていただけれ

はありません

度の年次代議

れた、「定款

来る 8 月に宮

員会（郵便投

際議会の承認

協会のガイド

めの最少必要

きは全て終了

回改訂された

の運営に少し

ます 

ワイズメンズク

よび区内の各ク

の基本を定める

ズクラブの活動の

内の各部は、各ク

ブ間の連帯、交流

ます。 

ットーは、「強い

です。このモ

等の違いを乗り越

地域社会に貢献

て私たち東日本区

て、世界の平和

、絶えず努力を

本区定款改訂

 辻 剛

8－19 年度の

発行される頃

れた定款が予

ると思います

改訂委員会で

協力のもとす

たしました。

の、原文のま

皆さまには何

こまめに確認

。 

今回は前文

を作成いた

ただいきま

りよく理解で

す。この前文

ば当委員会

。 

議員会（201

款の一部修正

内理事によ

票）にて承認

を得る予定で

ライン変更に

人数を含む定

することにな

定款が、ワズ

でもお役に立

クラブ国際協会

ラブの発展を願

ものとして制定

の主体は、それ

クラブがより豊

流を深めること

い義務感を持と

ットーのもと、

越えて多様性を

します。 

区の会員は、相

と人類の幸福の

を続けていきま

訂委員会委員

（横浜つづき

のこの区報第

頃は、すでに

予定通り発効

す。 

では委員の皆

すべての条文

。大きく改訂

まま据え置い

何か疑問があ

認をしていた

を公募し、応

しました。国

したが、ワイ

できる表現に

文を色々な場

としてはこれ

8 年 6 月 2 日

正の件」につき

って招集され

認をいただい

です。これを

に伴う新クラ

定款の、事務

なります。

ズダムの発展

立てることを

会の憲法に基づ

願い、東日本区

定されました。

れぞれのクラブ

豊かな活動を進

とを支援するた

う 義務はすべ

私たちは、国

を認め合い、YM

相互の絆を深め

の実現に寄与す

ます。 
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員長 

き） 

 

第 1

に改

効し

皆さ

文に

訂し

いた

ある

ただ

応募

国際

イズ

にな

場面

れに

日）

きま

れる

いた

をも

ラブ

務的

展と

を祈

新し

 

等、

ス

初の

り、

ワイ

ム模

思い

しん

であ

に捕

思い

 

もっ

 

取り

報」

員、

「情

考え

メン

の提

一年

 

 

 

 

 

づき、 

区の 

 

ブです。

進める 

ために 

べての

国、世代、

MCA 

め、愛と

すること

しい横糸を

、区歴史を綴

トリアンをお

の年度の区報

、そこから学

イズ活動の広

模様を、ヒス

います」と書

んでいるかと

あろう「縮小

捕われない新

います。 

っと情報発信

りを効率的に

」は限りがあ

、部長、クラ

情報」を発信

えています。

ンバーによる

提案を行って

年間、よろし

特別委

 ロース

「ワイズ

ストリア

「東日本

に把握す

加盟認証

綴る文献を保

お引き受けし

報 1 号に、「私

学ぶ事が出来

広がりという

ストリアンと

書きました。

というと確信

小社会」の中

新しい横糸の

信 

大

２０１

バイザ

IT アド

日本区

ングリ

れのツ

に行うもので

あります。広

ラブ会長のご

信しやすい仕

また、次期

る SNS の活

ていきたいと

しくお願いし

委員会委員長

東日本区ヒ

仙洞田 安

スター＆ハン

ズ用語」によ

アン(東日本区

本区の歴史的

する事。区報・

証状の写し・

保存する」と

して七年が経

私たちは過去

来ます。時間

う横糸が紡ぎ

という視座で

七年が過ぎ

信が持てませ

中で、ワイズ

の視点が必要

IT ア

大久保 知宏

８－１９年

ザーの大久保

ドバイザーの

区ウエブサイ

リストの運用

ツールも「情

ですが、作り

広報・伝達（

ご協力をいた

仕組みにして

期会長研修会

活用について

と考えていま

します。 

長/専任委員

ヒストリアン

安宏（甲府）

ンドブック

りますと、「

区)」の項には

出来事を正

・区大会資料

クラブ記念

とあります。

経ちました。

去の出来事を

という縦糸と

ぎ出すワイズ

で楽しみたい

ぎ、果たして

せん。今後進

ズ活動も今ま

要ではないか

アドバイザー

宏（宇都宮）

年度、IT アド

保です。 

の役割は、東

トとメーリ

用です。いず

情報」のやり

り出せる「情

PR）専任委

ただきながら

ていきたいと

会で始まった

ても使用方法

ます。 

員 

ン 

 

の

ヒ

は、

確

料・

誌

ヒ

最

を知

と、

ズダ

いと

て楽

進む

まで

かと

ー 

 

ず

情

委

た

法



 

BF 代表を受

て来日され

沼津(富士山

横浜(湘南・

熱烈な歓迎

最近は隔

が、具体的

を通じて担

うになりま

ブにはご負

解賜り、実

と思います

すよう、宜

 

チーム宮内

した。 

１年間、

ていきたい

いろいろ

ば幸いです

にならない

ユースへの

い致します

いよいよ、

 

 

 

受け入れ、国

トラ

TC の

受入

た準備

はカナ

から

回東

れ、大会前の

山部)、甲府(あ

・沖縄部)の

迎をしていた

隔年の BF 代

的な来日日程

担当クラブで

ます。ホスト

負担をお掛け

実り多い交流

す。その節は

宜しくお願い

内 発足 

東日本区広

 渡辺

広報

任命

多摩

伴い

の名

内外に向け

いです。 

ろなところで

す。理事はじ

いよう精一杯

のご支援、応

す。 

チーム宮内

国際交流の喜

ベルコーディ

長澤 

の役目として

日程作成と査

備が主とな

ナダ東部・フ

ロビンソンさ

日本区大会

の浅草(東新部

あずさ部)、川

5 部を 1 週間

だきました。

表受入とな

が決まりま

のアテンド

を受けていた

いたしますが

の場を設けて

、何卒ご協力

いたします。

報・伝達（

 大輔（東京

２０１８－

報・伝達（P

命されました

摩の渡辺です

い、理事事務

名称がなくな

て情報発信

名前を目に

め、他のスタ

頑張らせて

援も引き続

スタートしま

喜びを！ 

ィネーター(

山泰（東京

ては、BF 代表

査証取得を含

ります。前年

フレデリク

さんが第 ２

(沼津)に合わ

部)から始まり

川越(関東東部

間かけて廻り

。 

りつつありま

したら、各部

をお願いする

ただく部とク

が、主旨をご

ていただけれ

力をいただき

。 

ＰＲ）専任委

京武蔵野多摩

２０１９年度

R）専任委員

た、東京武蔵

す。定款改定

務局長（補佐

なってしまい

を積極的に行

していただけ

タッフのご迷

いただきます

きよろしくお

ます。 
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(TC) 

京） 

 

表の

含め

年度

トン

２１

わせ

り、

部)、

り、

ます

部長

るよ

クラ

ご理

れば

きま

委員 

摩） 

 

度、

員に

蔵野

定に

佐）

いま

行っ

けれ

迷惑

す。 

お願

YM

ワイ

それ

でき

代表

それ

とい

 一

ワイ

うに

作業

つか

くな

それ

 こ

「ど

でき

関係

この

心を

話し

この

MCA とのパー

イズと YMC

れに基づく活

きるだけ多く

表が集まり、

れによって両

いう話し合い

一緒にできる

イズにとって

になると思う

業をし、まさ

かる、誰かと

なっていく」

れは一体何か

これに取り組

どんなことを

きるのでは．

係するワイズ

の一年何を一

をもってワイ

し合いの場を

の一年の目標

専

ートナーシッ

CA リエゾン

ス

 

 昨年

区のリ

YMCA

リエゾ

持ち役

に一回

活動目標をじ

くの YMCA

平等な立場で

両者にプラス

いを始めてい

ることは何か

てもはっきり

う。YMCA は

さに「ＹＭＣ

とつながる、

と YMCA に

か？ 

組むことは、

をする団体か

．．と思う。

ズが、正式な話

一緒にできる

イズの仲間に

を全国で興せ

標にしたい。

専任委員/理

ップを求めて

の立場から 

スペシャルア

山田 公平

年から東西の

ーダーたち

A のリーダー

ゾン（両者の

役）2 人が集

回両者の関係

じっくりと話

とその関係

で何が一緒に

スとなる取り

いる。 

か、これを進

りとした目標

は昨年、ブラ

ＣＡに行けば

そして自分

に行くと感じ

同時にワイ

か」をしっか

全国各地の

話し合いの場

るか、それに

に入りたくな

せるようにす

 

理事スタッフ

て 

アドバイザー

平（宇都宮）

ワイズ日本

6 人、全国

ーたち 3 人、

関係の取り

まり、半年

の在り方、

話合っている

係するワイズ

にできるか、

り組みは何か

進めることで

標が見えるよ

ランディング

ば、何かが見

分も社会も良

じてほしい。

イズも人々に

かりアピール

の YMCA と

場を設けて、

によって「関

なる」、そんな

する。それを

 

ー 

 

。

ズ

か、

で

グ

見

良

に

ル

関

な

を

 

 



 

宮内理事と

実際には

サポートと

働いてまい

キャビネッ

また、各

状態を作る

になられた

をしたいと

この一年

るように頑

「ワイズメ

～パートナ

 

山部三島ク

ます。前期

ーシップ検

を設定して

討していま

には情報共

則は、ロー

明記されて

年が、新し

うに祈りな

共に 

山口

新

た

きま

です

が廃

事が

とが

は、宮内理事

して区事務

いります。ま

ットのパイプ

各クラブ・各

ること、会長

た方が十分力

思います。

年、ワイズと

頑張ります。

ンズクラブ

ナーシップの

ラブのメン

期より進めて

検討委員会で

て今後のパー

ます。研修や

共有を進めて

ースターの前

ていますので

しい働きとよ

ながら進めら

 直樹（東京

新しい定款に

「副書記」を

ます幻の事務

す。今年度か

廃止されたこ

が必要とした

ができる新し

の意向を受

所との連携

た、各クラ

役として動

部が少しで

・部長・ク

を発揮でき

 
Ｙが素晴ら

 

ブと YMCA の

考

再構築を目指

東

光永 

今期、

ら、定款

東日本区

りました

ます。御

東山荘で

バーとして活

いただきま

は、短期目標

トナーシッ

文章などに

まいります。

半部分に日本

ご一読くだ

き交わりの時

れれば幸いで

副書

京武蔵野多摩

により設けら

をさせていた

務局長こと山

から理事事務

ことに伴い、

た場合に置く

しい職です。

け、板村書記

を強化しなが

ブ、各部と理

きます。 
も活動しやす

ラブや部の役

るように下支

しい働きをで

の協働を 

考える一年

指して～ 

日本区担当主

尚生（三島

、宮内理事期

款改定により

区担当主事と

た光永でござ

御殿場の YM

で勤務し、富

活動をしてお

した、パー

標と中長期目

プのあり方を

より随時、皆

。また、この

本語と英語に

さい。新しい

時となります

です。 
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書記 

摩） 

 
られ

ただ

山口

務局

理

くこ

 
記の

がら

理事

すい

役員

支え

でき

 

に」 

主事 

島） 

期か

り、

とな

ざい

MCA

富士

おり

トナ

目標

を検

皆様

の原

にて

い一

すよ

 

 

 

東日

出を

て、

た各

金す

お願

東

開所

でも

なく

黒

いり

日本区事務所

をお願いする

、忘れずに提

各種献金等部

するもの等、

願い致します

東日本区事務

所しています

も遠慮せずに

くても、調べ

黒子に徹して

ります。ご協

理事スタ

所は裏方です

小山 憲

東日

るよう

タッフ

ること

割です

らさま

ることになり

提出すること

部を経由する

間違わずに処

す。 

務所は、月・

す。ご質問、

にお尋ねくだ

べてなるべく

て、皆様のご

協力をお願い

タッフ/担当主

す 

東日本区

憲彦（東京サ

日本区が円滑

うに、理事お

フの働きを側

とが東日本区

す。会長の皆

まざまな書類

ります。必ず

とをお願い致

るもの、直接

処理してくだ

水・金曜日

お問い合わ

ださい。すぐ

く早く回答い

ご奉仕をサポ

い致します。

主事/事務所

区事務所所長

サンライズ）

  

滑に運営され

および理事ス

側面から支え

区事務所の役

皆様には区か

類や報告の提

ず期日を守っ

致します。ま

接区会計へ送

ださるよう、

日の午後のみ

わせなど、何

ぐに回答でき

いたします。

ポートしてま

 

所 

長 

 

れ

役

か

提

ま

送

み

何

き

 

ま

 

 



会計予算 
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2017-18予算 2016-17決算

収入の部 876*7500+936*7500+44*4000

東日本区費 13,766,000 13,991,000 13,192,500 会員数前期920名・後期980名(主事44名含む）

ハンドブック＆ロースター 1,517,500 1,517,500 1,515,300 1,700円×820冊 + 1,900円×65冊＝1,517,500

入会金 480,000 540,000 318,000 入会者 80名×6000円

物品売上 150,000 150,000 234,110 ワイズ読本等

国際加盟金 36,000 40,000 0 100ＣＨＦ×3クラブ×120円

YMIワールド補助金 106,080 109,250 104,217 884名×1CHF×120円

受取利息 0 0 801

雑収入 115,000 0 185,847 SDS基金  USD1,000×115円

ロースター広告 600,000

YVLF負担金 1,200,000

ユース活動参加費 120,000

　収入の部小計 18,090,580 16,347,750 15,550,775

　前期繰越金 6,223,192 3,028,197 3,922,003 （前期ユース活動費、YVLF余剰金…3,128,720円を加える。）

　合　　　　計 24,313,772 19,375,947 19,472,778

支出の部

国際会費 3,990,000 3,884,125 3,520,757 920名×17.5CHF×120円+980名×17.5CHF×120円

アジア太平洋地域会費 655,500 665,850 522,132 920名×USD3×115円+980名×USD3×115円

アジア太平洋地域災害緊急支援金 211,600 218,500 214,323 920名×USD2×115円

国際加盟金 36,000 46,000 0 100CHF× 3クラブ×120円

ヤングメンバー補助金 70,000 160,000 0    10名×7,000円（39歳以下の会員に区大会の登録費の半額補助）

東日本区大会負担金 460,000 475,000 454,000 500円×920名

東日本区事務所費(人件費） 1,200,000 1,000,000 1,000,000

　　　　　　　　　　　　（家賃） 1,200,000 1,200,000 1,200,000

会議費 100,000 100,000 110,925 飲物代・会議室代

旅費・交通費 2,050,000 2,050,000 1,812,200 委員会・役員会、部研修会LT委員旅費等

区・事業費 1,200,000 1,200,000 821,326 メネット活動費、区大会招待費・表彰等

部・事業費 976,000 1,175,000 972,400 部当たり10万×7部＋300円×920名

事務通信費 300,000 400,000 424,868 プロバイダー料、電話料、送料

宣伝印刷費 350,000 450,000 460,639 区報印刷費2回分、YMIワールド

コピー機カウンターチャージ 400,000 400,000 321,418 リース料含む

ハンドブック&ロースター 1,479,000 1,462,000 1,494,936 1,500円×890冊　+　1,600円×90冊＝1,479,000

消耗品・事務用品費 100,000 100,000 135,275

EMC物品費 635,000 570,000 203,092 新入会員キット（1名当たり4,000円）  80名、3ｸﾗﾌﾞ分ｷﾞｬﾍﾞﾙ他(1ｸﾗﾌﾞ105,000円)

慶弔費 50,000 50,000 43,194 生花、弔電、祝電

銀行手数料 30,000 35,000 19,806 送金手数料等

雑費 50,000 100,000 0

予備費 300,000 100,000 32,000

ユース活動費 630,000

YVLF 1,290,000

活動費補助 理事/次期理事/直前理事 80,000 80,000 80,000 理事4万、次期理事2万、直前理事2万

　　　　　 書記/会計 40,000 40,000 40,000 2万×２

　　　　　 事業主任 80,000 80,000 80,000 2万×４

　　　　　 部長 140,000 140,000 140,000 2万×７

　　　　　 委員長/専任委員 80,000 70,000 60,000 1万×8

　　　　　 監事 20,000 20,000 20,000 1万×２

　　　　　 理事スタッフ 20,000 10,000 10,000 1万×２　　（副書記、スペシャルアドバイザー）

　支出の部小計 18,223,100 16,281,475 14,193,291

　次期繰越金 6,090,672 3,094,472 5,279,487

　合　　　　計 24,313,772 19,375,947 19,472,778

2018-2019年度　東日本区予算

会員数前期920名後期980名

項　目 2018-19予算 算　出　根　拠
参　考

1CHF120円　1USD115円として
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年 月 強調月間

キックオフ 7 第一回役員会

YMCA
サービス

10 各クラブ前期半年報部長提出

ASF 15 同上(部長→会員増強主任)

RBM 31 前期区費請求書発送

CS 15 前期区費納期 6-12 IYC(韓国)

9-12 国際大会(韓国)

8 アジア太平洋地域議会(韓国)

下旬 臨時代議員会(郵送) 25 北海道部部大会 10 国際半年報

ユース 7-9
ユースボランテア・リーダーズ
フォーラム

15 湘南・沖縄部部大会 国際議員推薦

22 北東部部大会 国際会長候補者推薦

29 関東東部部大会

30 富士山部部大会

EMC/E 27 次期部長・事業主任研修会 13 東新部部大会

YES 20 あずさ部部大会

ワイズ理解 10 第二回役員会 23-25 日本ＹＭＣＡ大会

ファミリー
ファースト

10 ワイズデー

EMC/M 8 祈りの鐘 7-9
アジア太平洋地域、韓国地域合
同RDEトレーニング

9-10 アジア太平洋地域年央会議

国際役員投票

IBC/DBC 10
各クラブ後期半年報部長提出(ク
ラブ会長→部長)

31 国際役員投票スイス必着

15 同上(部長→会員増強主任)

31 後期区費請求書発送

31
次期部役員・クラブ会長報告(次
期部長→区)

TOF 15 後期区費納期 10 国際半年報

15 各種献金納期(クラブ→部)

28 各種献金納期(部→区)

BF 9-10 次期クラブ会長・部役員研修会

メネット 8 代議員会告示

LT 5 代議員会議案締切

6-7 第三回役員会(現・次期合同) 20 東西理事連絡会議

EF/JEF 1 代議員会議案送付

15 ＪＥＦエントリー締め切り

31 第四回役員会(東京)

評価 1 代議員会(東京)

1-2 第２２回東日本区大会(東京) 22-23 西日本区大会(京都) 15-16 日本ＹＭＣＡ同盟協議会

上旬 次年度役員会 17-21 ＡＹＣ(仙台)

19-21 アジア太平洋地域大会(仙台)

8 下旬 臨時代議員会(郵送)
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　　　　2018-19東日本区行事予定表

東日本区行事・報告・送金 各部・西日本区等 国際・ＹＭＣＡ
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  2018-2019 東日本区役員および委員長等一覧  

    役 職 名 氏 名 クラブ名 

東日本区 

役員 

常任役員 

理事 宮 内 友 弥 東京武蔵野多摩 

次期理事 山 田 敏 明 十勝 

直前理事 栗 本 治 郎 熱海 

書記 板 村 哲 也 東京武蔵野多摩 

会計 長谷川 あや子 東京八王子 

事業主任 

地域奉仕・YMCA サービス事業主任 大久保 知 宏 宇都宮 

会員増強事業主任 伊 丹 一 之 東京むかで 

国際・交流事業主任 小 原 史奈子 東京たんぽぽ 

ユース事業主任 山 本 剛史郎 川越 

部長 

北海道部部長 二本松 能 敬 北見 

北東部部長 涌 澤   博 仙台青葉城 

関東東部部長 衣 笠 輝 夫 埼玉 

東新部部長 神 保 伊和雄 東京むかで 

あずさ部部長 廣 瀬   健 甲府２１ 

湘南・沖縄部部長 佐 藤 節 子 厚木 

富士山部部長 渡 邉 実 帆 沼津 

監事 
監事 鈴 木   茂 横浜つづき 

監事 漆 畑 義 彦 富士 

委員長 

常置委員会 

文献・組織検討委員会委員長 利根川 恵 子 川越 

LT 委員会委員長 北 村 文 雄 厚木 

東日本区ワイズ基金運営委員会委員長 髙 田 一 彦 千葉 

東日本区奈良傳賞選考委員会委員長 宮 内 友 弥 東京武蔵野多摩 

事業委員会 

地域奉仕・YMCA サービス事業委員会委員長 大久保 知 宏 宇都宮 

ＥＭＣ事業委員会委員長 伊 丹 一 之 東京むかで 

国際・交流事業委員会委員長 小 原 史奈子 東京たんぽぽ 

ユース事業委員会委員長 山 本 剛史郎 川越 

メネット委員会委員長 井 上 優 子 もりおか 

特別委員会 

東日本大震災支援対策本部本部長 宮 内 友 弥 東京武蔵野多摩 

東日本区定款改訂委員会 辻     剛 横浜つづき 

東日本区事務所人事委員会委員長 山 田 敏 明 十勝 

専任委員等 

ヒストリアン 仙洞田 安 宏 甲府 

ＩＴアドバイザー 大久保 知 宏 宇都宮 

トラベルコーディネーター 長 澤 山 泰 東京 

広報・伝達（ＰＲ）専任委員 渡 辺 大 輔 東京武蔵野多摩 

理事スタッフ 
スペシャルアドバイザー 山 田 公 平 宇都宮 

副書記 山 口 直 樹 東京武蔵野多摩 

東日本区担当主事 担当主事 光 永 尚 生 三島 

東日本区事務所 東日本区事務所長 小 山 憲 彦 東京サンライズ 

 



東日本区会長一覧 
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会長名 会長名

札幌 柴　田　伸　俊 甲府 Ｐ・マウントフォード

北見 山　田　　　剛 東京山手 浅　羽　俊一郎

十勝 赤　松　明　彦 東京西 本　川　悦　子

札幌北 佐　藤　國　彦 東京武蔵野多摩 山　口　直　樹

仙台 中　川　典　幸 松本 赤　澤　睦　子

前橋 岸　　　龍　也 東京サンライズ 大　谷　博　愛

宇都宮 山　田　公　平 甲府２１ 野々垣　健　五

仙台青葉城 南　澤　一　右 東京八王子 久保田　貞　視

足利 諏　訪　治　邦 東京たんぽぽ 越　智　京　子

会津 青　山　孝　男 富士五湖 後　藤　明　久

宇都宮東 鈴　木　伊知郎 長野 森　本　俊　子

那須 河　野　順　子 横浜 古　田　和　彦

もりおか 三　田　庸　平 沖縄那覇 玉　城　哲　人

仙台広瀬川 加　藤  　　研 鎌倉 千　葉　裕　子

石巻広域 木　村 　　 純 横浜とつか 浦　出　昭　吉

東京江東 宇田川　敬　司 厚木 小　松　仲　史

千葉 徳　永　浩　一 金沢八景 若　林　　　諒

東京グリーン 佐　野　　　守 横浜つづき 岡　田　勝　美

埼玉 上　松　寛　茂 沖縄 宮　里　伸一郎

東京北 磯　部　成　文 熱海 梅　田　邦　彦

所沢 澁　谷　弘　祐 沼津 泉　　　文　雄

東京ひがし 金　丸　満　雄 伊東 山　田　光　彦

川越 森　下　千恵子 三島 藤　田　小夜子

茨城 土　谷　明　男 下田 臼　井　啓太郎

東京ベイサイド 小　林　正　輝 熱海グローリー 勝　又　隆　吉

東京 長　澤    　弘 御殿場 若　林　久美子

東京むかで 城　井　廣　邦 富士 増　田　　　隆

東京世田谷 朝　倉　正　昭 富士宮 山　本　昭　宏

東京町田コスモス 松　香　光　夫

東京センテニアル 徐　　　鐘　煥

東京多摩みなみ 深　尾　香　子
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ワイズメンズクラブ国際協会

第22回東日本区大会
日時：2019年6月1日(土 )～6月2日(日)
会場：国立オリンピック記念青少年総合センター

ホストクラブ：東京サンライズクラブ
協力クラブ：あずさ部各クラブ
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